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代表的な 2 種類の低床型三輪自転車（図 1：A 社

























射マーカーを Plug in gait model の定めるマーカー
豊田輝　芹田透　白銀暁
図 1　低床 Type Ⅰ




自転車タイプ 普通型 低床 Type Ⅰ 低床 Type Ⅱ
サドル位置 高 中 低 高 中 低 高 中 低
座面前後径中点〜床面 840 820 750 840 820 750 840 820 750
座面前後径中点〜
ペダル回転軸中心




座面の前後径 230 230 275
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位置とペダル中心軸にも貼付し、三次元動作解析装
置 VICON（VICON PEAK 社製）を使用してマー
カーの軌跡を 100Hz（100Frame/sec）にて計測した。
得られたデータの解析は、歩行解析ソフト VICON 
Plug in gait を 用 い て 算 出 し た（VICON Plug in 
gait は、各マーカー位置を X 軸、Y 軸、Z 軸で示
し、その位置情報から股関節、膝関節角度へ自動算
出できる）。算出された値からペダル最上点（上死点）
における上位 10 Frame とペダル最下点（下死点）
における下位 10 Frame を抽出し、その平均値を求
めるとともに上死点から下死点を減算した値を各関
節の屈曲可動範囲とした。また、ペダル回転数が安





































サドルの高さ低 74.5±0.3 19.7±0.0 54.8 55.1±0.3 22.6±0.1 32.5 74.6±0.3 25.5±0.0 49.1
中 67.3±0.1 13.6±0.1 53.7 52.5±0.4 20.0±0.1 32.5 68.7±0.4 19.4±0.1 49.3















サドルの高さ低 124.9±0.1 41.1±0.1 83.8 104.5±0.2 48.7±0.1 55.8 126.9±0.2 48.3±0.1 78.6
中 114.9±0.2 30.2±0.1 84.7 94.7±0.1 39.6±0.2 55.1 113.8±0.2 35.3±0.1 78.5
高 111.5±0.1 26.9±0.3 84.6 85.7±0.2 29.1±0.1 56.6 106.7±0.3 28.4±0.2 78.3
190
た、サドル高設定に関わらず股関節屈曲可動範囲は、
49.1 〜 50.6 度であった。次に、普通型における上・
下死点の膝関節屈曲角度は、サドル高設定①低、②
中、③高の順に大きかった。また、サドル高設定に
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低床型三輪自転車におけるサドル高設定の違いがペダリング運動時の股関節及び膝関節の屈伸角度に及ぼす影響についての予備的研究
